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　　　　　　　　　　　　　タ イ に お け る奴隷 制の 廃 止 　　　　　石 井 米 雄

1． 1855 年 F ポ ゥ 躰 ！ グ条約 に 調印 して ， 1 ア世紀末以 来 の 孤立政策か らの 離脱を宣言 した a

　ン ク ッ ト王 （185t 〜 1868 ）とか れ の 後継者は ， 近隣諸国 を植民地 と化 しつ つ シ ャ ム に接近

する西欧列強 と の対決の うちに ， 王 国の 政治的独立 を全 うす る とい う重責を に な うこ とに な る 。

　　シ ャ ム が 先避諸国に伍 して ， 主 権鬮家 と して の 地位 を確保 し て行 くた め に は ，未開国 との 侮

りを蒙 ら ぬよ うr 欧米人 の 眼 に非文明の 指標 と映ず る す べ て の葡渡 ・習慣をすみや か に除垂 し ，

　シ ャ ム もまた 文明 （S湖 1aj＜ civilized ）国で あ ると印象づける手続きが必要で あっ た 。シ

　ャ ム の 伝統的な制巌 で ある 「th飴d制」a
’
　

， か か る状況下に お’い て ， 消減を迫 られ た制度 の ひ

　とつ で あ る 。

2、　 「鋤 蟹 鰯 」は ，大方 の 欧米人観察者 に よ っ て ，
es 翌Ia脚 （De　1a　IDmbere： 1691 ），

　S　12rve　rv （：B （ywring ： a857 ），
　 Sklaverei（Bastian　： 1867 ）とし て紹介 さ れ て きた 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　へ
　　thaad に は ， 捕虜奴隷 （thhad　 eh 乱1， 7 」）， 売買奴隷な い し債務奴隷 （th含ad 　sin 　thaj ）

家生奴隷 （laug　th触d　naj 　rvan　bSa）の 3種 の別 が ある 。 こ の うち捕虜奴 隷は ， 異民族 で あ

　る と共に 官有奴隷 で あ っ て ， や xt生格を異に し， ま たそ の数も少い e （46，000 人 一 Bev−

’一
「ing ；1857 ） ifヤ ム の奴隷 の 大宗 をなす の は債務奴隷 と家生奴隷 で あ る 。　 PaUego　1x臨

そ の 数 を ， 当時 の 人 口 （推定数 C ，
5，000 ，GOO 人） の 少く共 5分 の 1 と考え ，　 B （冊 血g は

　も し蘿僑 入 口 を除 けは ， こ の銘率はさ らに上昇すると推定 してい る 。

憤 務奴隷 の 大半tSI“ 健 猪 の 妻 ， 子 ， そ の他の 身内で ある 。 （債務者自身の場合 もあ っ た）・

　か れ らは負債 の 担当 と して債権者に身柄を引渡され ， そ の労鋤は利 子に充当 され た．しか しな

　が ら， か れ らの 生活条件が 決 して 苛酷な もの で な か っ た こ とは ， 諸家 の 慧冕 の
一致 して 認 め る

　とζ るで あり， 適当な担当物を持た ぬ 貧窮者に と っ て ， 債務奴隷制は ， 簡便な金融手段 として

　重要 な 機能を果 し て い た 。 奴隷 の 購入を意味す る rchtiaj　khon　maa 　pen 妬勉 d （入を奴隷 と

　しt 救 う ）」とい う表現は ， この 間の 事情を裏書きして い る 。

5、 ”i9 世紀の 中葉は ， 奴隷廃止運動が世界的規模に 晒 ） て展開され た 時代で あ っ た 。シ ャ
ム の

　奴隷髄漆い かに穏健な もの で あ ろ う とも，そ れが 奴隷制 とし て 理解 され る か ぎり ， 後進性の指

標 で ある との 非難 を免れ る こ とはで きなか っ た。　 1858 年 騨
e ン ク ッ ト王撫 欧米諸国の 保

　護晟 を 「奴隷 と して 救 う」こ とを禁 じたが （Rama 　W 勅令集成 151 ， 1858 ），　こ れは社会

　制度 の 根本的変改を行 うこ とな しに e 「条約」 の もた ら した新 事態 に対処 する た め の 必袰 最少

　限 の 措置 で あ っ た と見 られ よ う。
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　　モ ン ク ッ ト王 は ， 開国 の 決断 を下 し ，
シ ャ ム の近代化 の道を拓 い た とい う点に 訟 い て ， た し

　かに革進的 で はあ っ た 。 しか し王 は生涯 ， 旧秩序の 粋組 を ぐずそ うとは しな か っ た 。 伝統的諸

　制度 の 新時代 へ の 適合性 を吟味 し， 国家 体制 の 積極的改造に よ っ て ， 植民地主義の攻勢に対抗

　 しよ うとす る 思想は g 次代 の チ ＝ ラ V ン コ ン 王 とか れの 政府 に よ ・
って 採用 さ il　p 慎蠶に実行に

　 うつ され る こ ととな っ た の で ある 。

4． iF　 。 ． ラ V ン コ ン E （1868 〜 191e ）は ， 奴隷制 の存続が ， シ ャ ム の 将来に よい結果 をもた

　ら さ ぬ こ とを充分認識 して い た e 同時 に ま た王 は ， 奴隷舗が他 の社会的 ・経 済的諸飼度 （賦没

　制度 ， 奴隷 と自由艮 の 税負担 の 不均衡 ， 公認 F バ ク場 の 存在な ど ）と緊密 に関速 し合 っ て ts　b ，

　そ の 単独廃止が きわ め て 困難で ある こ とも熟知 し て い た 。 そ れ姻 》か かわ らず ， か れ の 政治的

　地 位 が い まだ不安定 で あ っ た 鮒 74 年 とい う時点 に お い て ， 他の 改箪に先が け て p 性念に 呶

　隷解放宣詈」を行 ッ た の はい か な く理 由に もとず くもの で あ ろうか 。

　　この 間に対す る回答は ， 懈 放 宣言 」の法律的表現 で あ る fl奴隷 影 よび 自由畏 の 子 の 労働 年

限 の 舗限に か ん する法律 」 診 よび 呶 隷 訟 よ ぴ自由民 の 子 の 労働年限にか んす る布告」中に見

　出さ れ る。

　　6年を瀕及 しチ ュ ラ ロ ン コ ン王即位の年 （1868 ）を もっ て ， 「奴隷解放の 年」 と定め た こ

　とは ， 噺王 の 登位 を竜 っ て新時代が始 ま っ た こ とを劇的 に印象ずけ よ うとの 意 図を示す もの で

　あ ろ う。法律の対象を ， 鰡 68 年以降に出生 した者に限 定 した こ とは ， 奴隷所有者層 む よ び奴

　隷 自身 の 既得権を聹重 し ， 保守派 の 反撃を防止 した もの と考え られ る 。さ らに ， 実際に こ の 法

　律が効果 を発揮 するの が ， かれ らが 21 才 に達 した とき ， す な わち， 最 も早 い場合 で も ， 施行

　後 ．24 年後 の 協 88 年以降 の こ とで ある と い うの は ， そ の間に ， 諸条件を整備 す る た め の 準備

　期間を tibidた もの と考え られ る 。

　　
−
Z874 年の 「奴隷解放 」は ， この意味で きわ め て政治的色彩 の濃厚 な措置で あっ た 。チ ＝ラ

　 ロ ン コ ン 王 は ， 近代化 の ジ ェ ス チ s ．ア として ，嬾 験制廃止 の もつ 意蔆を高 く評 価 し ， こ れを ，

　当時の 朱成熟 な社会的 ・経済的条件 の 下 で ， も っ とも効果的か つ 円滑に 実行 し よ う とした の で

　あ る。奴隷制 の 全面禁止に着手 で きた の は ， 行政 ・経済 ・社会各方面 よ b の総合的改革が ある

　段階に勢鐘 した 1905 年の こ とで あ っ た 。

参 考 文 軟

　 Li  atD 　R 、　：工丿esclavage 　pr三vざ　dans　　le　vieux 　dro1t　s 皇arnois ψ　Par 三s ，　1951 　．

　 Pxaal，i。。m 　 Ch 。mChai ： C・huia1 ・cmgknrn 　 the　 Great ・T （kW
，

1965 ・

（｝

・」

r
ー．

t

皿．一亠

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


